教科書の観点一覧

■「Revised Vision Quest 論理・表現Ⅱ Hope」の編集方針

VQらしさはそのままに，段階を踏んでさらなる論理的表現力を養うことができる教科書とする。
「文法の学びなおしをしながら言語活動につなげる」「高度な言語活動を行いやすい」「自己達成度を測る」

① 「文法の学びなおし」をする。
これまで文法項目ごとの配列で個別に学んできた知識を統合し，文を組み立てるプロセスという観点から，横断的に文法を配置しなおした。
各レッスンでは，それまでに学んだ文法に関する知識を「文を組み立てる」プロセスとつなげることで，文法知識の復習と定着を行うことができるようにした。冒頭のModel Passageを，レッスンのゴールであるUse itのモデル文とすることで，インプットした知識を無理なくアウトプットにつなげることができるようにした。
② 「文章の組み立て方」を学ぶ。
英語の文章の組み立て方を段階を踏んで学び，自分の意見を書く活動につなげられるようにした。
Logic Focusでは，英語の文章の構成を丁寧に解説し，ステップを踏むことでスムーズにパラグラフライティングの活動を行えるように配慮した。
③ 自己の達成度を測る。
Projectでは，それまでのレッスンで学んだ文法などを使いながら，「読む」「話す」「書く」という３領域の技能を統合的に測定することができるようにした。巻末のProject振り返りシートを使い，生徒が自己の達成度を振り返り，今後の目標を立てる，主体的な態度を育めるようにした。
④ 高度な言語活動を行いやすい。
Activityでは，１で複数パラグラフからなる文章の書き方を学び，そのスキルを２以降の活動につなげて，スピーチやプレゼンテーションなどの高度な言語活動を行うことができるようにした。進め方の丁寧な解説や役立つ表現集などを豊富に用意し，活動を行いやすくした。
⑤ 高度な文法知識を学ぶ。
Build Upでは，注意すべき文法事項や英語の情報構造，丁寧表現，コミュニケーションのためのストラテジーなど，論理的に話したり書いたりする上で押さえておくべき知識を解説した。

■「Revised Vision Quest 論理・表現Ⅱ Hope」 の構成
Warm-up	その課のトピックに関連した質問に答え，ペアで導入活動を行う。
Model Passage	その課のトピックに関連したパッセージから文法を学ぶ。
	Use itのSTEP 2のモデル文として論理展開を理解し，参考にする。
Listening Task	Model Passageに関する正誤リスニング問題。
Example Bank	文法表現のまとめ。発信活動の基礎を身に付ける。
Try it out	Example Bankで学んだ文法を，問題演習を通して定着させる。
Use it	その課で学んだ文法や表現を使って，論理的な英文を話したり，書いたりする基礎力を養う。
Logic Focus	英語の文章の構成について学び，それを参考に自分の意見などを書く。
Project	「読む」「話す」「書く」技能を測る自己達成度テスト（パフォーマンステスト）。
Activity	複数パラグラフからなる文章の書き方について学び，それをもとにスピーチ，プレゼンテーション，ディベート，ディスカッションという高度な言語活動を行う。。
Build Up	英語でコミュニケーションを行う際に気を付けるべき文法表現などの解説。
Appendix	各レッスンの基本例文やリスニングスクリプト，発信活動に使える単語・フレーズ，役に立つ表現集などを掲載。
